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７－２－２－５．相加平均と相乗平均

2 つの正の数 a 、b に対して、
2

ba 
を a とb の相加平均という。また、 ab を a とb の相乗

平均という。

2 つの正の数 a 、b の相加平均と相乗平均については、次の不等式が成り立つ。

0a 、 0b のとき

abba



2

が成り立つ。また、等号が成立するのは ba  のときである。

（証明）
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 ba

よって

abba



2

が成り立つ。等号が成立するのは

0 ba
すなわち

ba 
のときである。
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これを利用して、不等式が証明できる場合がある。

（例）

0x のとき、次の不等式が成り立つことを示す。

1249 
x

x

（証明）

0x より、 09 x 、 04


x
であるから
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また、等号が成り立つのは、

x
x 49 

のときであるが、 0x であるから、それは

3
2

x

のときである。
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